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学生の QC手法教育に取題して
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The Report of Students Education Concerning 
Quality Control (QC) Technique as a Case Study 
of the National Athletic Meet Data Analysis 
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Ken TSUKAMOTO， Naoki HATAKEYAMA and Makoto HAYASHIZAKI 

(1992年9月9日受理)

The results of the National Athletic Meet of AKIT A have been a down ward tendency. So 

we analyzed the data and investigated its neck points， by using QC technique. Then we made 

several betterment proposals. 

1.本文の趣旨

戦後我が国が復興を遂げた要因の一つに，産業製

品を「正しく安〈早〈楽にJ製造販売するという，
TQC活動が挙げられる。TQCは建設業界でも最大

手の鹿島建設，清水建設をはじめ非常に活発に推進

されている。

従って学生に対し，卒業研究等の場を利用して

TQCを支える諸手法 (品質管理手法=QC手法)を

体験させることは，将来のために有意義だと考える。

ここにいう品質とは，情報の質やサービスの質，あ

るいは社長から社員に至る人間の質等を全て含み，

単に物質の品質を指すものではない。

本校の卒業研究は前期は基礎訓練の段階で，後期

授業時間が倍増してから本格化するのが通例であ

る。当研究室では先年来トラス橋を QC手法により

デザイン評価するテー?に取り組んでいる。本年は

QC手法教育の題材として国体データを取り上げて

みた。

秋田県体協より国体成績が下降していることに対

し，要因分析を依頼された。それがきっかけで共同
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研究に発展した次第である。

筆者は企業時代十数年間TQC推進の体験があ

り，いくつかの手法を組合わせれば何か面白い結来

表 1. QC 基礎手法 (O~Pは本文で活用)

Q7手法

特性要因図
パレー ト図
0ヒス トグラム
チェックシー ト
0グラフ
0棺関散布図
管理図

順位

1 

10 

25 

40 

l23  

N7手法

連関図法
親和図法
0系統図法
Oマトリ γクス図法
OMデータ解析法
P D PCl法
Aダイヤグ?十注 l

一一天皇杯
一ー・ー皇后杯

図 1.秋田県の国体順位推移
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カf得られるのではないかと直感し依紋を受諾した。

実際に分析を災行してみると興味深い事実が次々繍

出された。また学生諸君も学習が具体的であるため

張切って徳助してくれたので，ここに分析結果を報

告すふたまたま体育データに触れたというだけで，

QC手法教育の成呆発表が主題である点，誤解のな

いようお願いする.

秋田県は初期の頃成績は10位前後だったが，近年

は30位以下に低迷している。 (~ 1参照)また基礎的

なQC手法には Q7手法と N7手法とがあるが.

表lに示す。0印は本文で活用する手法である。

2.主成分の鎗出

2 • 1 インプッ ト・ データ

国体は過去46回災地され，各都道府県を一巡した。

それらの各年度111位の得点袋を 1組のデータとし

た。府県は東北地方を中心に29県選ひ:践校緩自は

26種目選んだ.冬季スキーと夏季の水泳以外は秋塁手

のものである.それはパソコンの処理能力及ぴ筆者

らのデータ墜理能力を考慮してのことである。後述

の図3を参照されたい.また解析には滋賀国体(第

36固・昭和56年)・山製(第41回・昭和61年)・福岡

(第45図・平成2年)・石)11(第46回・平成3年)の

4件を選んだ.

2・2 固有値

前節で述べた 4大会のデータに闘し，主成分分析

を笑行した。それぞれの固有値を表2に示す。各主ー

成分の重要度は図有他の大きさに比例する。従って

第l主成分が特別IJm袈な意味あいを宥することがわ

かる。本文では~2 主成分迄を取り上げることにし

た。なお第3主成分以下は各競技聞のほんの局部的

な特長を指摘するもので.本文の参考とはならない

ので切捨てることにした。

第2主成分迄の累積寄与寧は40%程度と若干低い

が，これは競技積回が26種目と多いためで，ただあ

まり絞りすぎると大切な続投を切り姶てる倶れがあ

る。従って本文では得与患のことはあまり気にせず

解析を進めることにした.

2・3 主成分の愈味あい

主成分の意味あいは変数即ち競技種目と主成分ス

コアとの相関関係.即ち図子負荷量を総合して判断

する.4大会における第1・m2主成分の因子負荷

量を図2に示す。006は相関強さを表わす。また

平成5年2月

表2.各主成分の固有値

主成分 滋賀 山梨 福岡 石川

7.48 7.43 8.33 8.13 

2 3.44 3.11 2.98 2.55 

3 2.54 2.36 2.31 2.34 

(エL
M1主成分 費時2主唱E分

誕生 j山i福， '石 滋j山i編;，石
貿:~挺 !随: J11 貨:~製 j 岡;川

l得点合計 。:@:@:。 。強
。:@:O:O

0中
2水泳 6弱

3スキー 企:

4陸上 : l主:0:0

5サ γ カー :6:6 

6テニス 0:0:0:6 

7ホッケ司

8:l<タシング :6:6 : 6 : 

9パレーポール 0:6: :6 : 6 : 

l(}体操 :0:6 

111てスケット 0:0: :6 

12レスリング :... : 
13Wリ7テング ; 6 : 6 : .。 :...:...: 
14ハンドポール :0: 6: 

15自伝. 6: 。:...: :ο 
16軟式テニス ム:6:6:6...: 
17車線 。:0:6:6...: : 6 : 
18欽式野線 ゐ: :6 

19相倹

20フェシシング : 6 : 

21柔道 : 6 : 企 ; :... : 
22ソフトポール : 

幻バドミントン 6: :6;6 : 
: 

24弓道 :ο: 。:: 
25剣道 。'6。:6 ' 
fZ三三二」LA--ム;6 i三__L...I
- 一一i 277ーチエリー i: . I ム...;I 

図2.-&種目と第1・2主成分の繍関関係
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理史上マスプロスポーツ

種 目 評点

水泳 1 0点
02点、

テニス マ
ムl点

陸上 5 

J~スケッ ト 5 

z担E求 5 

，'(レー 4 

軟式テニス 4 

体燥 3 

泉主主りは~相関である。

図2において第1主成分は総合得点が大きく影響

し，それに付随する数種目と正の相関関係にある。

いまO印3点， 0印2点，1:::.印1点として 4大会を
総合してみると，表3のよ うになる。茨3に登場す

るスポーツは大国がオリンピックで金メダルを取る

種目または圏内にリーグ戦のある種目または園内に

プロが存複するといったイメージの種目であること

第 1 主成分

(滋賀大会)
個人技

品 A ~M1?frr秋四

市主8p
0 
巡個人技

@ 
大阪

@ 

東京

図3.29.の主成分散布図(第 1vs第2) 

がわかる。従って第 1主成分はこれらを総合して「マ

スプロ・スポーツj輸と命名することにした.

これに対し第2主成分はウエイトリフティング，

柔道，剣道， アーチェり一等個・人技で，かっ選手の

体形がスラり形とズングリ形が正負に分かれてい

る.ラグビーが力日わっているが，全体として「他人

技スポーツJ輸を表わしている.

第 2 主 成分

に滋賀山梨福岡 石川合計 滋賀山梨 福岡 石川合計

北海道 • 。。。 2 。 • 2 

青森 • •• - 3 • • 。 3 
宮 城 •••• • •••• • • 。一10 。
秋田 • •• •• - 5 。
山形 •••• • • 。。 -4 。 1 

埼玉 goo ggo 0000 0 14 • 。 2 

東京 0000 0 ggo 。。 。。 14 • 。。 3 

大 阪 00 00  000 00 00  00 00  15 。 。 2 

鳥取 •• •• • •••• • •• •• -14 。 1 

図4.主な県の第1・M2主成分の大小関係
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2・4 倣布図
滋賀大会の散布図を図3に示す.第 1:主成分即ち

マスプロスポーツは東京と大阪が天下を二分してい

る機子が窺える.これに対し成績下位の十余県は団

子状態でひしめいている.ところが東京と大荻は第

2主成分て吹き〈上下に分かれている.このことは

東京と大阪で，倒人技スポーツは得手 ・不得手が全

〈逆であることを意味している.

ぐ近くに兄弟のように接近している.秋回県の当面

のライバルは青森だ/

2・5 主要県別主成分

第1主成分スコアが1位の県O印5-1問 ・最下位.

印5倒。次に 2位O印.印4偶o 3位3倒.上位グ
Jトプ2倒， かすかにプラス 1個として，4大会の

県別状況を図4にとりまとめた.

秋間保l立原点だから全くの全国平均で¥青森がす 4大会の推移をみると，東京が下降して矯玉が念、

~者
秋 悶 東 京 北海道 山 形 宮 城 締 玉

滋 山初石総 滋 山福石総滋山福石総滋 山福 石 総 滋 山紹石 総 滋 山箱石 総

賀製問 JII合 資梨 関川合 策梨阿 川合 ~梨阿川 合 賀梨 阿川合 賀製阿 川合

l得点合計 。 ム XIX x l~ 。 。 。。 。 。 。 。。 XIX 。 。 XIX 6 一 ム。。 。 。。

2水泳 XIX XIX X I~ 。 。 。。 × XIX L:， XIX XI6 。一 XIX ム ムム xlO 。 。。

3スキー 。。 。 。 。。 。 。 。。 。 。 。。 。 。。 。。 XIX ×ム ム XIX XIX × 

4陸上 XIX XI6 XIX 。 一 。。 × ×ー 。。 XIX 一 一一 XIX 6 6 ム @ 。。 。。

5サッカー XIX XIX × ふ 。 XIX XIX ×一 。。 XIX XI6 XIX 。 。。 。。 。。 。

6テニス XIX XIX × 。 。 。 xlO × XIX XIX XIX 。 ×ー XIX XIX XIX 。 。 。

7ホッケー XIX XIX × XIX XIX × × ×一 。。 XIX × 。 一 XIX XIX XIX × XIX × 

8ボクシング XIX XIX × xlO XIX XIX ×一 。。 XIX 。 。 。 ×一。。 XIX 。。 @ 

9バレーポール XIX XIX × 。 @ 。 ム。 。 。 。 。。 XIX 。 。 XIX xlO 一 XIX 6 6 6 

10体操 XIX XIX XIX 一 一 。。 × 。 。 。 XIX × 一 6 XIX XIX XIX 。 。。 。

11パスケット × × 。。 @ 。 。 。 。。 XIX 。 ム XIX 。 。 。 XIX 。 ×ー一 XIX 。。

12レスリング XIX 。 一 。。 。 一 × XI-一 一 XIX 一。 。 XIX 一 XIO 。 。。

13WI)フテング 。 × 。 。 。。 × xlO 。。 xlO 。 。 。 XIX 一 。 。。 。。 。。

14ハン ドポール XIX XIX XIX 。 。 XIX XIX XIX 一 XIX 。 ×ー XI~ @ 。。

15自転車 。 × 。 一 。 。 ×一 。 。 XIX 一 XIX XIX 。 。。 XIX 。 一 。 xlO 。 。。

16軟式テニス XIX XIX X I~ 。 。 。 。 XIX xlO ム XIX × 6 XIX XIX x l~ 。。 。。

17卓球 XIX XIX x l~ 。 。 。 。 XIX XIX XIX ×ー 6 {;;， XIX xlO 一 xl@ 。。

18軟式野球 XIX XIX xlO 一 。 ×ー XIX XIO 。 ×ー ×ー XIX XIX XIX 。

19相撲 。 。 ×一 。 。。 。 。 。 XIX XIX XIX × 。 。 XIX XIX ×ー。。 @ 。|

20フェンシング 。 。 。。 。 。。 。 。 。 XIX 。 。 。 XIX × XIX XIX 。一 。 XIX 。 ×ー|

21柔道 XIX XIX ×。。 。 。 XIX xlO ム XIX × XIX XIX XIX XIX 。。 。 。|

22ソフトポール XIX XIX xlO xlO ×一 XIX 。 。。 XIX 。 。 。 XIX 。 。 XIX 。 @ 。|

23ノぐドミントン XIX XIX xlO ×一 。 。 XIX 。。 XIX × XIX XIX 。 。 。 xlO 。 。。|

24弓道 一 × 。 xlO xlO XI- × xl~ 。。 XIX × XIX XIX 。 。。 。。 @ 。|

25剣道 ×。 XIX 。 xlO 。 @ 。 × xlO 一。 XIX × 。 。 XIX XIX XIX 。 @ ~I 
26ラグビー × 。 一 。 。 XIX xlO ×一 XIX × XIX XIX XIX xlO ×。 × 。

27アーチェリー XIX XIX xlO xlO 。 。。 。 。 。。 XIX 。 。 XIX XIX XIX ×。 × 01 
図 5. 各県の種目別得点源の状況 (~大 O中 一平均 A弱 ×無)

平成5年 2月



- 34-

、

米長泰.JUb.男 ・ 伊藤洋志・坂本健・白山直衛.~本崎誠

上昇，また秋田は下降傾向に対し，北海道，宮城，

山形が上昇ムードにあることがわかる.

3.秋田県と近県の比較

3・1 各県の上昇下降要因

4大会における秋田及び最近伸びている近県に東

京，埼玉を加えた6Y誌に関し26種目の得点状況を一
覧表に盤避した。(図5)大きな得点源から全〈ゼロ

迄5段階とし.~。ーム×の符号で去している。図

5によれば各県にとってどの種目カ1!f.点源になって
いるか，分り易い.

秋田はスキー，パスケット等数種目を得意として

いるが.全体に×印.!lpちゼロ点の種目が多すぎる。

Y点
〈石川大会・水泳〉

400ト

。東京
@ 大阪

200ト
-。。。。。
。。。。。。

。
。。。。B
ム
コ
A

。。。一
。。-一
。
。
-
，。目
。H
O
守
山

4

。，-
よ A
100 'x' 

図7.選手数と得点の相関

数度

初

〈石川大会・陸上〉

15 

o 20 35 50 75 100~.等点

国8.47県の得点別度数分布

11. 

県 秋 :lt f者 苦2山 ': A !l B奇
首亀

大会 回 i! 霊邑 手 ~ 総書事 山 司E );( 玉

山裂 x x × x x X x x ー 。 。
水

術関 X x x x o o o o o 。 。

泳 石川l× o x X 。 [:， ふ [:， [:， 。 。

総合 × × × 、ι 。 o o i込 o 。 。
夏

山~ x 。 x x x x x 。 x 。 x 
漕
福岡 x 。 x x x x 。 x 。 、E
M! 石川 x x x x x x 。 x 。 ー

期

総合 X ー o x × x x 。 × 。 t五

山製 x x x × × × x × 。 x x 
ヨ

沼周 x x x 。 X x x x 。 ー X 
大 ヲ

石川ix ー x x x x x 。 x x 
ト
総合 x o x o x [:， x x 。 x × 

山梨 × x × x x x x x × 。 。
会 カ

術岡 × x x 。 。 × x 。 。 。
>t 
石川 x o x x 。 × x 。 。 。

tま合 x o x x 。 。 x x 。 。 。

山祭 / / / / / / / / / / / 
ポ

ウ 福岡 x 。 x x x x x ー x 。 。

ン 石川 x 。 ー x ー × × o x 。 。
グ
総合 x 。 o × d x × o × 。 。

夏期総合 x o × ー o x ー 。 。

山梨 x 。 x x x x x x x 。 。
ス
ケ 福岡 o 。 。 。 x x x o x 。 。

冬
ト石川 o 。 。 ー ー ム × o 。 × 。

総合 o 。 。 。 o 。x o 。 。 。
拳 7 山室直 x 。 。 x x 。 x x x 。 01 
イ

ース 纏岡 x 。 。 ョι 。 x x x 。
大ホ
ツ 石川 x 。 。 × x ー x x x 。 ー
ケ
l 総合 X 。 。 × × 。 x x x 。 。
会

。山梨 。 。 。 。 x 。 x x 。 X 
ス
福岡 。 。 。 。 。 x 。 o x 。 x 

キ
石川 ー 。 。 。 。 x 。 o o -x 
縫合 。 。 。 。 。 × 。 [:， [:， 。 x 

冬aII総合、『 @ 。 。 。 o 。 [:， [:， 。 。

図6.夏季友ぴ冬季種目の各県得点濠(。大一平均×無)

秋閏高等研究紀E堅調~28号
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Eぎ
滋賀 山 梨 福岡 石 川 総

選:特 選 :~与 選 j待 選 i得 合評
手 j点 手 i点 手 j点 手 j点 価

H争点合計 0:0 一:.d. .d. : X 一 :X × 
2水泳 ム :X X:X X:X X:X × 

3スキー 。:0。:0。:@ 。:0。
4陸上 一 :X 一 :X 一 :X 一:ム × 

5サッカー -: X O:X X:X O:X  × 

6テニス 一 :X ム :X X:X X:X × 

7ホッケー X:X X:X X:X X:X × 

8ボクシング 。 :X 一 :X X:X X:X × 

9パレーポール 岨ー:X .d. : X X:X X :X × 

10体操 O:X 一 :X 一 :X 一 :X × 

11ノ〈スケット 一 :X 一 :X - :@ 。:@ 。
12レスリング 一 :X 一 :X -:0 -:0 01 
13W リフテング -:0 一 :X - :@ -:0 。
14ハンドポール O:X ム :X - :X ム :X XI 

15自転車 一:。 一 :X -:0 一 :X × 
16軟式テニス 一-， X 一 :X 一 :X X:X × 

17卓球 O:X  ー-:X X:X 一 :X × 

18軟式野球 ー・ :X X:X X:X -: X × 

19相撲 -:0 -:0 一 :X -:0 。
20フェンシング 。:~ 。:。 。;。 O:@  。
21柔道 一 :X 一 :X ーー :X ム :X × 

22ソフトポール -:X 。 :X X:X ム :X × 

23バドミントン .d. : X .d. : X .d. : X .d. ; X × 

24弓道 。!ー ーー :X 0:0 一ー :X 。
25剣道 一 :X -:@  ー・:X O:X  。

26フグビー 。 :X 。 iー 。:0。:0。
27アーチェリー -: X X:X X:X 一 :X × 

図9.各種目の秋田県vs会国平均との比鮫

これに対し山形，宮織は4大会が×印から次第にO
印へ伸びている種目が目立ち.秋田県との務差を感

じさせている。また参考迄に東京を下降させている

種目と崎玉を上昇させている種目を併記した。

次に夏季大会と冬季大会に関し同様の図表を作成

したo (図6)図6によれば.秋田県ーは夏季が会〈ダ
メ冬季がようやく全国平均であるのに対し.近県は

いずれも冬季に大きく稼ぎ，夏季もそこそこの得点

をあげていることが分かる。秋田沈帯の原因のひと

つは奈辺にありそうな気がする。

3・2 選手人数と得点の相関
選手を多〈派遣している種目は得点が多い.つま

り選手人数と得点は正の相関がある。一例として石

川大会における水泳の相関図を図?に示す.回帰直

線lま省略する。次に陸上のヒス トグラムを国8に示

平成5年2月

設
北海道青森 山形 宮減鳥取

秋に会*効効対闘率率がし優近劣て県
選乎;:4点号選手得点選手得点選手 得点L選手: 得j市、

l 得点合計 。:。-:0 0:。0:0 .:. ** -2 
2水泳 0:0 ー-・・:-。:。0:0 0:0 。

3スキー 0:。 一:0-:0 .:. .:. *** -3 
4陸上 一:。 ・-:0 -:0 .:-官官官官骨 ー35サッカー 0:。.:-.:- 。 .:ー 背骨骨骨骨 ー5
6テニス 。: 0:ー0:ー 一.ー一 官官官 +3 
7ホッケー 。:@一，-0;0 一，-0;0 。

8ボクシング 。:。 @:O 。:。 。:0 合合 +2

9バレーボール 。:。 0:0 。:。 合 ー1

m体操 。:00:。0:0 -'ー'・・・・F -:0 官官 合一l
11パスケγト 一:..;. .:. .:. .:. 合 +1 

12レスリング -:0 肯 ー1

13W') 7テング ・合+114ハンVポール 。:ー . 0:0 一:一 .:ー 合 音 。
15自転琢 ー:.一，--;0 一.一 ー:. 骨 量 合ーl
16軟式テニス 。:。0:-。:一。:0 令世'(r +3 

17尊主主 。 O:@ -:0 0:。.:-官官官骨骨 一3
18軟式野線 。:0• 0・-.:ー 一:一 官官官骨 。
19相撲 ー:. -:@ -:0 ー:.-;. 官官官官官 +1
207ェンシング ・・・・・官官官官官 +521柔道 。:。0:0 0:ー0:ー 官官 +2 

22ソ7トポール 。:。 .:ー0:0 一:。 一:0 官官官 ー3
23バドミントン 0:0 .:ー0;ー0:。0;ー 骨骨骨骨骨ーl
24弓道 O:@ .:一 。.:-官官官官 -4
25剣道 -:0 .:- 。.:-.:-骨骨骨骨骨 ー5
26ラグビー 0:一.:. .:. .:. .:. 合 +1 

277ーチ...')-。:。0:ー0:0 一.ー ー:0 古 官 。

図10.各種目の秋田県vs近県選手と得点の比較

す。図8は100点以上が7県.75-99点、が6県あるこ

とを表している。選手は25-36人の範闘であるが，

人数の少ない ABCD4県はいずれも下位集団に各

県ともに属している。

選手数はただ物理的に多人数を派遣して済むもの

ではない.一定のレベル以上の実力者をそろえるた

めには相当なポテンシャルがなくてはならない。従

って f選手人数Jは得点に結ぴつく重要な指標と雷
える。

3・3 秋田県vs全国平均
きさの4大会において秋田県の選手人数(人容)

と得点は全国平均より上なのか下なのか，やはり 5

段階法00ーム×で評価してみた。(図9)これによ
れば派遣選手が少ないのに好成績をあげている種目
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F 成績は 7

.他県，;t夏期でも得
点を稼いでいる.

図11.主な県の冬 ・夏・秋季得点内訳(石川大会)

取

や.)単に選手が多い御lに不成綴な秘回等が鏑出され いる種目に会印，またその逆は*印を符して出入計

ている. 算してある。その結泉，フェンシング，柔道は頑張

秋田県としての資源(人と金)には限りがある。 っているが，サッカーや剣道が思わしくないことが

というより他県に比べ窓まれているとは曾えない. 分かる.

従って図9を参考に，今後カ点を注ぐべきものとそ 次に秋図県と近県の冬季・夏季・秋季別総合得点

うでないものとを重量理する必要があろう. のま務成内容を図11に示す。秋田は特に冬季と夏季で

3・4 秋図県vs近県
秋図近県l立秋自に対し選手人数と得点は上か下

か，それをやはり 5段階で智価したのが図10である。

ここに。印は他県が秋田より優れていることを示

す。データは石川大会のものである。

図10の右端部には秋田の方が人数の割に頑張って

成長性大
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伸びる-=J-には食わせ

てやれ l
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図12.体質強化戦略のためのポートフォリオ
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図13.秋図県を強化するための打ち手
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図14.秋田県と近県の滞在能力比較

奮起を袈することは前述のとおりであるJもし冬季
100点，夏翼手100点上乗せ出来ればJ.石川大会は37位
から24位へ躍進て・きる。秋田はまずこんな地道なと

ころから再出発する必要がありそうだ。

4.秋田県としての対策は?

4・1 ポートフォリオ思考

録者は企業で経営合理化プロジェクトを数多く体

験したが，同僚何人かがマッキンゼ一社大前研一氏

(現日本支社会長)の指導を受け.その状況を見聞

きしたことがある。当時l立原子核関連の理学博士で

ある大前氏が変った分野に転身するものだぐらいに

受け止めていたが，昨今平成維新などと国家を織す

るほどの大人物に成長されようとはタ惣だにしなか

った.

平成5王手2月

大前氏は企業経営を改善するには.まず現状の事

実(ファクト)を盤寝せよと強調し.ポートフォリ

オなる手法を提唱された。現在は相当綴密大規模な

ものになっているが.発案当時は素朴でる原始的な4

象限だったと， i在者i立記憶している。それを秋閏県

の国体データに巡周してみると，図12のようになる。

つまり企業の事業別成績を悶体の穏目別成績にお

きかえ.倹輸 「安定性」と縦紬 f成長性Jの平菌感
標の中に各種闘をプロットするのである。図5あた

りを根拠に評価した結果，ともかく安定住も成長住

もある 「スター座jと安定住だけが抜群の 「現金牛

度jには，秋田県の立場から数種目をあてはめてみ

た。

次にこれから先は秋回県体協の仕事であるが，資

源(人と金)を投入して成長を目論む税目を「大喰

い座jに何税闘か計上しなければならない.またし

ばし撤退する祖国を 「ドッグ座Jに並べる。要する
に全種目総花的にやるのではなし重点を絞って育

成計画を立てることが望まれる。図12は笑戦では作

成しなくても.関係者一人一人がそのよ うな感覚を

もつことが大切である.

4・2 体質強化の打ち手

秋田県の体質を強化するための打ち手には.大き

な打ち手や細かな打ち手などさまざまな方策が考え

られる。それを倫理的に鐙理統合すると.図13の系

統図が得られる.勿鎗これも一種の概念図である。

ただ関係者がこのような合理的な発想にもとづい

て，幅広〈打ち手を討議していただければ.r系統図
法jは立派に役割を柴たしている。

本校は毎年一泊二日で教官研修を笑施している

が，体協でもこのような打ち手の検討は合宿形式に

よるのが望ましいものと思われる。

4・3 近県のポテンシャル際価

中国の兵法に「敵を知り己を知るjという曾1憶が
ある。当面のライパル青森県と上昇気流に乗る山形

県・宮城県を秋田県との比較において詳細に評価し

てみようというのである.

図14は考え方として一例を示したにすぎないが，

国体の各種目を細目にわたって秋田県との優劣にお

いて評備することを縫唱する。図14の横座擦は図13

の打ち乎に示された縛成要紫と同じである点に紛意

されたい。即ち秋悶県との優劣が評価された後.優

を維持し劣を逆転させるための笑行項目と艶合して

いなければ，意味をなさないのである.図14は一種
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のワークシートといえる.

5.結臨

このたびの分析結集は媒体協の関係者と意見交換

させていただく予定であるが，国体の成績向上につ

ながれば望外の喜びである.

本年度は長崎県中小企業団体中央会より研修依頼

を受けたが，中小企業各社の経営分析にも本手法は

役立っている.

当研究室は勿論体育のことには全くの繁人である

が，土木学会と並行して日本品質管理学会にも所属

している。そこで本文では主として基礎QC手法を

卒業研究生に教f1する泌を捉え.rこんな使い方があ

るJことを紹介したい一念から執鎌したもの℃ある。

本文により国体データの分析に見通しがついたが，

秋図体協磯貝との協業により.本格的な調査分析に

着手している.少しでも地域社会に貢献できれば幸

いである.
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